
【重点目標２　重点取組評価シート】

Ｒ1年度 4

Ｒ2年度 4

Ｒ3年度

Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度

目標値 1,000件 1,000件 1,000件

実績値 2,093件 1,069件

達成率 209% 107%

目標値 350件 350件 350件

実績値 670件 1,289件

達成率 191% 368%

目標値 320回 320回 320回

実績値 348回 349回

達成率 109% 109%

目標値 3,000回 3,100回 3,200回

実績値 2,712回 2,120回

達成率 90% 68%

目標値 15,000件 16,000件 17,000件

実績値 16,407件 26,701件

達成率 109% 167%

目標値 4.0以上 4.0以上 4.0以上

実績値 3.8 4.1

達成率 未達成 達成

目標値 4.0以上 4.0以上 4.0以上

実績値 3.8 3.5

達成率 未達成 未達成

３　数値目標及び達成状況

基本方針 電子図書館化を推進するため、ICTの進展に対応した図書館サービスの提供を図る。

重点目標２ ICTの進展に即した図書館サービス提供の推進

重点取組 ICTを活用した情報提供と環境整備の促進

１　総合評価

　5：目標を上回っている
　4：目標に達している
　3：目標の８割以上達している
　2：目標には達していないが、一定の進捗が見られる
　1：目標達成に向けた進捗が見られない

※数値の達成だけでなく総合的
な評価とする

２　評価理由

　新たなサービスとして埼玉県立図書館ウェブサイト上に「埼玉サーチ」を新規公開するなど、ＩＣＴを活用
した情報提供と環境整備を推進した。
　ウェブサイト満足度は目標値に達しなかったが、データベース満足度は目標値を達成した。
　活動指標のデータベース利用回数は、コロナ禍による臨時休館の影響を受け目標値の68%であった(*)

が、投入指標は全て目標を達成し、特に「埼玉人物文献索引データ入力件数」は在宅勤務中の作業とし
て位置づけたことにより、達成率368%と目標値を大きく上回った。
　以上より、評価を「4」とした。
　*　R2年度に利用者が館内でデータベースを利用できた日数は開館予定(293日)の59%(174日)であった。  また開館中も館
　　　内滞在時間が制限され、データベース が希望どおり利用できないなどの影響があった。

投入指標

埼玉関係雑誌記事索引データベース入力件数

埼玉人物文献索引データ入力件数

ウェブサイト更新回数

活動指標

データベース利用回数

デジタルライブラリー、埼玉関係データベース
の検索件数

投入指標
満足度

実施状況

　・Twitter、ブログを活用した情報提供
　・集会行事をオンライン開催し、図書館ウェブサイト上で公開
　・臨時休館により中止となった資料展（WEB版）「いろはで発見！郷土かるたに見る埼玉
　　名物」「日本美術を辿る」を図書館ウェブサイト上で公開
　・新型コロナウイルス感染症関連情報ページ作成
　・臨時休館中に「わらべうた動画シリーズ」をTwitterにアップ

満足度

データベース満足度*1

ウェブサイト満足度*2

　*1 データベース満足度：5段階評価（利用者アンケートより算出）
　*2 ウェブサイト満足度：5段階評価（利用者アンケートより算出）

４　行動計画及び取組状況

取組内容 行動計画（主な取組）

2-1

魅力的なウェブサイトの
構築

利用者の視点に立ち、わかりやすく効果的な広報ページを作成・更新する。



2-2

埼玉関係データベース及
びデジタルライブラリーの
充実

埼玉関係雑誌記事索引データ、埼玉関係人物文献索引データの入力を継続
するとともに、デジタルライブラリーにデジタル化資料を公開する。

投入指標
活動指標

実施状況
　・在宅勤務での作業として、埼玉関係人物文献索引データを入力
　・デジタルライブラリー上にデジタル化資料75点を新たに公開
　・「埼玉サーチ」を10月に新規公開（総アクセス件数：6,004）

2-3

所蔵資料等のデジタル化
の推進

埼玉資料等のデジタル化を継続するとともに、デジタル資料利用基盤を視野に
入れながらデジタルコンテンツを計画的に整備する。

投入指標

実施状況
　・「自館作成デジタル化マニュアル」作成
　・自館製作により古写真60点、業務委託により貴重書42点、地図265点、住宅地図7点、
　　カセットテープ「埼玉の民謡」17点をデジタル化。

2-4

データベースの利用促進
マニュアル整備、研修開催により職員のデータベース利用案内技術の向上に
取り組むとともに、活用のきっかけとなる広報やイベントを実施する。

活動指標
満足度

実施状況

　・新規導入データベース「ELNET　ELDBアカデミック」ちらし、利用者用マニュアル等作成
　・県職員向けデータベース講座（7月14日、1回、18人、満足度=4.8）、情報の探しかた講
　　座（11-12月、10回、56人）。
　・ビジネス支援セミナー等の事業でデータベースのデモ等実施

2-5

オープンデータの利用促
進

オープンデータの利用環境を整備し活用方法の広報・啓発、利用者向け講習
会等を実施する。

その他

実施状況
　・オープンデータの利用促進のためちらしや操作マニュアル作成
　・オープンデータの印刷について規程を整備（複写要項・要領の改定）

５　取組による
成果

(1)　県立図書館を含む県立博物館等7施設の13万点以上のデジタル化資料を一度に検索できるシス
　テム「埼玉サーチ」の公開と、デジタルライブラリーのリニューアル等により、図書館ウェブサイトの検
　索件数・アクセス件数増加に寄与。
(2)　デジタルコンテンツを活用した資料展「WEB版 いろはで発見！郷土かるたに見る埼玉名物」を公
　開し、非来館サービスの拡充に寄与。
(3）　データベースに関する県職員向け活用講座は、参加者から高い満足度(4.8)を得た。

６　課題及び
次年度取組

［課題］
(1)　ウェブサイト満足度の低下。（アンケートより、利便性の向上の希望が見受けられた）
(2)　埼玉関係の古写真・貴重書等、資料の劣化
(3)　オンライン資料展を想定したテーマ性のあるデジタル化資料群の必要性
(4)　県立図書館で利用できるオンラインデータベースの認知度アップ
(5)　オープンデータの利用推進

［次年度取組]
(1)　わかりやすく魅力的なウェブサイトの構築。コンテンツの充実
(2)　埼玉関係古写真・貴重書等、劣化資料の保全のため、継続的なデジタル化を実施
(3)　テーマ性を考慮したデジタル化資料群構築の取り組み
(4)　データベースの認知度アップと利用促進を目指した広報、データベース活用講座の充実
(5)　オープンデータの利用に関する、利用者向け講習会の企画・実施

2-6

公衆無線LANおよびイン
ターネット利用端末の利
用促進

公衆無線LANやインターネット情報利用端末を利用可能な施設であることを、
在住外国人および外国人観光客にも分かりやすい形式で広報する。

その他

実施状況 　・カウンターでの利用案内、ポスターの掲示等広報実施


